
近
世
中
後
期
の
高
座
説
教
と
出
版

ー
ー
粟
津
義
圭
を
一
例
と
し
て
|
|

は
じ
め
に

江
戸
時
代
は
、
各
宗
派
に
お
い
て
宗
学
の
研
績
に
力
が
注
が
れ
た

時
代
で
あ
っ
た
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
寛
永
十
六
年
に
、
真
宗

大
谷
派
で
は
寛
文
五
年
に
学
問
の
拠
点
と
な
る
「
学
寮
」
が
創
設
さ

れ
、
幕
府
に
よ
る
学
問
の
奨
励
、
印
刷
・
出
版
技
術
の
発
達
も
相
倹
っ

て
、
東
西
本
願
寺
に
お
け
る
学
事
は
ま
す
ま
す
発
展
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
学
寮
を
中
心
と
し
た
学
問
興
隆
の
一
方
で
、
各
地
の

寺
院
で
は
布
教
師
に
よ
る
布
教
活
動
も
ま
た
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

近
世
期
の
布
教
師
た
ち
に
求
め
ら
れ
た
も
の
は
、
わ
か
り
や
す
く
法

義
の
肝
要
を
伝
え
る
能
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
何
よ
り
聴
衆
を
飽

一
六

足

立

賀

奈

子

き
さ
せ
な
い
能
力
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
本
願
寺
派
の
膏
原
智
洞
は
、

近
世
中
期
の
門
徒
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ナ

ユ

テ

ラ

キ

ヤ

タ

ソ

ウ

ジ

ヤ

ウ

ズ

ヲ

ウ

プ

ン

何
寺
ノ
客
僧
ノ
法
談
ハ
上
手
ヂ
ャ
ゲ
ナ
ト
風
間
ガ
ア
ル
カ
ラ
。

ヨ
事

'
q
k
コ
ハ
チ

a
H
a
H
9
4
7
H
ナ・シ

サ
ラ
パ
一
座
キ
、
ニ
行
カ
フ
ト
。
米
津
彦
八
ガ
軽
口
噺
カ
。

孟

ン

必

ヲ

キ

ノ

サ

ハ

り

ア

市

板
東
源
八
ガ
軍
書
講
談
開
コ
、
ロ
デ
。
座
ノ
橡
頭
エ
野
津
張
上

ホ

ト

ヶ

，

L
V

イ

7
ト

コ

ロ

チ

争

タ

ヤ

均

，

【

l
v

リ
悌
へ
御
礼
モ
申
サ
ズ
ニ
懐
手
ニ
テ
立
ナ
ガ
ラ
聞
族
ラ
モ
ア
リ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
宗
教
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
嘆
か
わ
し

く
埼
外
な
有
様
と
み
な
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
庶
民

を
対
象
と
す
る
娯
楽
的
な
興
行
や
出
版
文
化
を
研
究
す
る
立
場
か
ら

は
、
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

当
時
は
高
座
説
教
に
も
諸
芸
能
と
同
じ
よ
う
な
娯
楽
性
が
求
め
ら
れ
、

布
教
師
に
は
巧
み
な
話
芸
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



そ
し
て
、
知
的
な
好
奇
心
に
満
ち
た
近
世
期
の
人
々
を
聴
衆
・
読
者

と
し
た
説
教
も
勧
化
本
も
、
十
分
に
近
世
文
学
の
研
究
対
象
と
な
り

得
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

勧
化
本
は
、
後
小
路
薫
氏
の
ご
研
究
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
き
た

と
お
り
、
近
世
庶
民
文
芸
の
重
要
な
一
領
域
で
あ
る
が
、
近
世
中
期

以
降
、
こ
れ
ら
勧
化
本
の
中
に
布
教
師
の
口
演
を
そ
の
ま
ま
記
録
し

て
刊
行
し
た
か
の
よ
う
な
版
本
が
出
現
す
る
。
中
で
も
、
本
願
寺
派

の
菅
原
智
綱
、
大
谷
派
の
粟
津
義
圭
の
著
作
は
特
に
優
れ
た
も
の
で

あ
る
と
評
さ
れ
て
き
た
。
粟
津
義
圭
(
以
下
「
義
圭
」
と
称
す
る
)

は
、
近
世
中
期
の
真
宗
大
谷
派
の
学
僧
で
、
東
本
願
寺
高
倉
学
寮
で

修
学
し
、
後
に
説
教
の
分
野
で
活
躍
し
た
。
義
圭
の
説
教
の
型
は
、

後
世
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
高
座
に

上
が
る
傍
ら
数
多
く
の
書
物
を
著
し
、
そ
れ
ら
は
長
く
真
宗
の
布
教

師
に
支
持
さ
れ
た
。

義
圭
の
著
作
の
多
く
は
、
説
教
台
本
の
よ
う
な
体
裁
の
書
物
で
あ

る
が
、
中
に
は
読
み
物
と
し
て
の
体
裁
を
も
つ
も
の
も
存
在
す
る
。

例
え
ば
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
明
応
物
語
』
(
寛
政
五
年
刊
)
が

そ
う
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
義
圭
の
説
教
を
筆
録
し
た
も
の
と
さ

れ
る
写
本
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
(
天
明
六
年
成
)
と
類
似
す
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
の
成
立
は
『
明

近
世
中
後
期
の
高
座
説
教
と
出
版
|
粟
津
義
圭
を
一
例
と
し
て
|

応
物
語
』
に
先
行
す
る
の
だ
が
、
こ
の
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
実
際
に
行
わ
れ
た
説
教
の
口
演
が
版
本
の
読
み
物
と
な
る
過
程

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
両
者
の
比
較
を
通
し
て
、
高

座
説
教
が
版
本
へ
変
容
す
る
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に

『
明
応
物
語
』
の
流
布
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

一
、
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
の
諸
本
と
先
行
研
究

写
本
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
は
、
そ
の
書
名
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
『
御
文
章
』
四
帖
第
十
五
通
「
大
坂
建
立
章
」
を
讃
題
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
沙
加
戸
弘
氏
は
、
「
こ
の
書
名
で
刊
行
さ
れ
た
記
録
は

な
い
が
、
内
容
か
ら
見
て
『
明
応
物
語
』
を
、
実
際
に
義
圭
が
説
教

し
た
も
の
の
筆
記
本
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
現
在
知
ら
れ
る
伝
本
は

次
の
三
本
で
あ
る
。

①
響
忍
寺
(
滋
賀
県
大
津
市
)
所
蔵
本
(
一
冊
)

・
:
天
明
六
年
、
光
円
寺
円
浄
写
。

②
円
通
寺
(
滋
賀
県
草
津
市
)
所
蔵
本

・
:
天
明
六
年
、
光
円
寺
円
浄
写
。

③
龍
谷
大
学
図
書
館
写
字
台
文
庫
所
蔵
本
(
三
巻
三
冊
)

・
・
・
書
写
年
不
明

七
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①
響
忍
寺
本
の
奥
書
は
、
「
天
明
丙
午
天
仲
夏
下
旬
/
光
円
寺
釈

円
浄
筆
(
花
押
)
」
(
図
版
1
)
。
②
円
通
寺
本
は
未
見
で
あ
る
が
、

沙
加
戸
氏
の
ご
論
考
に
よ
れ
ば
、
①
響
忍
寺
本
と
同
じ
く
「
光
円
寺

釈
円
浄
」
の
奥
書
を
有
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
沙
加
戸
氏
は
②

円
通
寺
本
に
つ
い
て
「
栗
太
郡
栗
東
町
小
野
の
大
谷
派
光
円
寺
の
当

時
の
住
職
が
、
天
明
六
年
に
粟
津
義
圭
の
説
教
を
筆
記
し
た
も
の
で

あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
③
龍
谷
大
学
図
書
館
写
字
台
文
庫
本

(
以
下
「
写
字
台
文
庫
本
」
と
略
称
)
は
、
奥
書
が
な
い
た
め
書
写

年
や
成
立
年
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
表
紙
や
料
紙
、
筆
の
墨
付
き

等
々
、
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
成
立
は
明
治
で
は
な
く
近
世
後
期

頃
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
写
字
台
文
庫
本
の
書
誌
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

O
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
(
三
巻
三
冊
)

龍
谷
大
学
図
書
館
写
字
台
文
庫
所
蔵

画
架
番
号
口
忠
・
ω
¥
8
・4司
¥
H
i
ω
]

原
表
紙
。
錆
青
磁
色
、
雲
文
菊
唐
草
空
押
文
様
。
寸
法
、

二
三
・
二
×
一
六
・
四
個
。

後
補
。
表
紙
の
左
肩
に
墨
書
。

「
大
坂
建
立
御
文
唱
説
上
(
中
・
下
)
」
。

「
大
坂
建
立
御
文
唱
説
上
(
中
・
下
)
」
。

表
紙

外
題

内
題

1¥ 

上
巻
、
三
四
丁
。
中
巻
、
四
一
丁
。
下
巻
、
三

O
了。

な
し
。

な
し
。

本
文
、
漢
字
片
仮
名
。
振
り
仮
名
(
同
筆
)
あ
り
。
訂
正

お
よ
び
頭
注
あ
り
。
響
忍
寺
所
蔵
本
と
ほ
ぼ
同
文
。

と
こ
ろ
で
、
多
く
の
場
合
、
学
僧
の
講
義
や
布
教
師
の
説
教
を
筆

録
し
た
近
世
中
後
期
の
写
本
に
は
振
り
仮
名
や
頭
注
は
存
在
し
な
い
。

図
版

2
は
そ
の
一
例
で
、
『
勧
化
熟
詞
』
と
い
う
書
名
が
付
け
ら
れ

た
布
教
師
の
ノ

l
ト
の
よ
う
な
仮
綴
装
の
写
本
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
写
本
は
、
他
に
い
く
ら
で
も
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か

と
思
う
が
、
写
字
台
文
庫
本
に
は
、
逐
一
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
、
さ

ら
に
頭
注
ま
で
存
在
す
る
。
写
字
台
文
庫
本
が
、
文
言
の
推
敵
や
出

拠
の
明
記
等
、
後
の
補
訂
を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
は
、
義
圭
の
他
の
著
作
の

よ
う
に
版
本
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
補
訂
や
注
を
加

え
て
箆
中
に
納
め
る
価
値
を
十
分
に
有
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

備奥序丁
考書蹴数



二
、
刊
本
『
明
応
物
語
』
に
つ
い
て

次
に
、
刊
本
『
明
応
物
語
』
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
『
明
応
物
語
』

は
、
そ
の
序
文
に
「
蓮
知
上
人
御
と
し
八
十
五
歳
明
応
八
年
三
月
汁

ね
ん
告
は
る
か

五
日
、
城
州
山
科
に
お
い
て
御
往
生
あ
そ
ほ
さ
れ
て
よ
り
、
年
季
遁

t
-
Z
9

・・av

に
へ
だ
、
り
三
百
四
の
御
忌
も
程
近
く
な
り
玉
へ
ば
、
遠
近
の
寺
院

お
い

t
、

ほ

ふ

A

在
家
の
内
側
ま
て
も
追
々
御
遠
忌
の
法
会
を
ま
ふ
け
て
」
と
記
さ
れ

る
よ
う
に
、
蓮
如
上
人
の
遠
忌
に
際
し
「
中
興
御
相
承
の
恩
徳
を
仰

ぎ
御
在
世
の
昔
し
た
ひ
奉
る
」
た
め
に
刊
行
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
先
の
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
と
同
様
、
『
御
文
章
』

の
本
文
を
分
割
し
て
掲
げ
、
そ
の
後
に
解
説
を
続
け
る
と
い
う
形
式

で
構
成
さ
れ
る
。
管
見
の
範
囲
で
は
、
各
種
資
料
保
存
機
関
に
所
蔵

さ
れ
る
伝
本
は
、
い
ず
れ
も
二
巻
二
冊
の
寛
政
五
年
刊
本
で
あ
る
。

そ
の
内
の
一
例
と
し
て
、
津
市
津
図
書
館
橋
本
文
庫
本
の
書
誌
を
以

下
に
記
す
。

O
『
明
応
物
語
』
(
二
巻
二
冊
)
津
市
津
図
書
館
(
橋
本
文
庫
)
所
蔵

画
架
番
号
〔
橋
昆

-
V
N
3
1自
白

原
表
紙
。
丁
子
茶
色
。
寸
法
、
二
二
・
六
×
一
六
・

o
m。

表
紙

近
世
中
後
期
の
高
座
説
教
と
出
版
|
粟
津
義
圭
を
一
例
と
し
て

l

「
御
堂
建
立
明
態
物
語

辺
)
、
左
肩
。

「
明
臆
物
語
上
(
下
)
」
。

「
明
慮
物
語
上
(
下
)
(
丁
付
)
」
。

四
周
単
辺
。
寸
法
、
一
七
・
七
×
二
了
三
倒
。

上
巻
、
三
六
丁
。
下
巻
、
三
三
丁
。

「
寛
政
突
丑
の
冬
江
左
義
圭
諦
住
書
」
。

「
寛
政
五
突
丑
之
春
二
月
/
京
都
書
林
寺
町
通
松
原
下

ル
町
菊
屋
喜
兵
衛
/
東
六
条
中
数
珠
屋
町
池
田
屋
七

兵
衛
」
。

後
見
返
し
に
伊
勢
の
貸
本
屋
の
墨
印
あ
り
。
図
版
3
を
参

昭山。

備
考
本
文
、
漢
字
平
仮
名
。

唱
導
文
化
圏
に
成
立
し
た
写
本
が
版
本
の
読
み
物
と
な
る
こ
と
は
、

近
世
文
学
の
研
究
に
お
い
て
重
要
な
研
究
課
題
の
一
っ
と
も
い
え
る
。

た
と
え
ば
、
鈴
木
正
三
の
会
下
に
成
立
し
た
写
本
の
『
因
果
物
語
』

(
片
仮
名
本
)
と
版
本
の
仮
名
草
子
『
因
果
物
語
』
(
平
仮
名
本
)
の

関
係
等
が
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。
『
因
果
物
語
』
の
場
合
、
平

仮
名
本
の
方
は
片
仮
名
本
を
増
訂
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
読
み
物

と
し
て
の
結
構
を
整
え
る
た
め
、
文
言
の
補
訂
や
説
話
の
増
補
は
避

外
題

上
(
下
)
」
原
題
鍍
(
刷
・
双

刊序丁匡版内
記末数郭心題

印
記

九
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け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
明
応
物
語
』

の
場
合
は
そ
の
逆
で
あ
っ
た
。
後
小
路
薫
氏
は
、
『
明
応
物
語
』
に

つ
い
て
「
写
本
(
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
の
こ
と
l
筆
者
註
)
で
は
嘗

轍
・
因
縁
語
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
説
話
が
、
版
本
(
『
明

応
物
語
』
の
こ
と
l
筆
者
註
)
で
は
切
り
捨
て
ら
れ
、
本
文
が
短
く
な
っ

て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
そ
の
「
切
り

捨
て
」
が
具
体
的
に
ど
の
部
分
で
行
わ
れ
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
意

味
を
見
出
せ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
再
検
討
し
た
い
。

ニ
、
削
除
さ
れ
た
説
話

表
1
は
、
刊
本
『
明
応
物
語
』
と
な
っ
た
際
に
削
除
さ
れ
た
、
つ

ま
り
刊
本
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
説
話
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
写
本
と
刊
本
の
最
大
の
相
違
点
は
、
こ
の
説
話
の
有
無
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
以
外
の
箇
所
は
全
て
閉
じ
か
と
い
う
と
そ
う
で
は

な
く
、
経
典
の
引
用
や
表
現
の
方
法
に
も
多
少
の
相
違
点
が
認
め
ら

れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
説
話
の
有
無
と
比
較
す
れ
ば
、
小
異
と

み
な
し
今
回
は
触
れ
ず
に
お
く
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
に
記
さ
れ
る
説
話
は
、
説
教
の

誓
喰
・
因
縁
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
は
中
国
種
で

二
O

あ
る
が
、
「
和
製
類
書
」
が
多
く
流
布
し
て
い
た
当
時
の
状
況
を
考

え
る
と
、
義
圭
が
原
本
か
ら
引
用
し
た
の
か
類
書
か
ら
引
用
し
た
の

か
を
断
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
説
話
は
、
経
典

の
引
用
等
の
「
堅
い
」
内
容
の
次
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
滑
稽

な
説
話
を
僧
侶
の
巧
み
な
弁
舌
で
聞
く
こ
と
は
、
娯
楽
に
乏
し
い
時

代
、
庶
民
に
と
っ
て
は
大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
版
本
の
読
み
物
と
な
る
際
に
は
、
平
仮
名

本
『
因
果
物
語
』
と
同
様
に
説
話
は
増
幅
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
状
は
そ
の
逆
な
の
で
あ
る
。

義
圭
の
著
作
で
は
、
「
今
モ
ソ
ノ
如
ク
」
と
い
う
言
葉
を
随
所
に

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
(
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
二
丁
ウ
等
々
)
。

こ
の
言
葉
は
、
現
代
の
節
談
説
教
の
大
家
で
あ
る
広
陵
兼
純
師
の

「
ち
ょ
う
ど
今
も
そ
の
如
く
:
:
:
」
と
い
う
名
調
子
を
も
思
い
起
さ

せ
る
も
の
で
、
な
お
か
つ
高
座
説
教
に
お
い
て
は
重
要
な
役
割
を
も

っ
文
言
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
文
言
に
よ
っ
て
、
「
因
縁
」
が
結

勧
(
結
弁
)
へ
と
結
ぼ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
明
瞭
に
張

り
の
あ
る
声
で
演
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
説
話
(
は
な
し
)
と
法
義
の

境
界
は
明
確
に
な
り
、
聴
衆
は
本
筋
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
結
勧
へ

の
経
路
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
も
そ
れ
が
不
明
確
で
あ
っ
た

な
ら
、
聴
衆
に
は
不
満
が
残
る
で
あ
ろ
う
し
、
高
座
説
教
独
特
の
す
っ



国
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
挿
入
説
話
一
覧

-
比
較
検
討
の
際
、
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
は
写
字
台
文
庫
本
、
『
明
応
物
語
』
は
津
市
津
図
書
館
本
を
使
用
し
た
。

・
①
か
ら
⑪
は
讃
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
『
御
文
章
』
の
本
文
で
あ
る
。
本
文
は
『
浄
土
真
宗
聖
典
』
(
註
釈
版
第
二
版
/
本
願
寺
出
版
社
・
一
九
八
八
年
)

に
依
っ
た
。

・
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
の
本
文
に
は
句
読
点
が
全
く
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
便
宜
上
、
私
に
読
点
を
付
し
た
。

・
『
大
坂
建
立
御
文
唱
説
』
の
表
記
に
は
、
文
字
の
省
略
や
合
字
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
本
表
で
は
、
そ
の
全
て
に
つ
い
て
意
味
す
る
漢
字
・
片
仮
名
に
変
換
し

て
表
記
し
た
。
例
え
ば
、
「
コ
ト
」
「
ト
キ
」
「
ト
テ
」
「
ト
云
」
「
浄
土
」
「
阿
弥
陀
加
来
」
「
菩
薩
」
等
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
写
本
特
有
の
表
記
に
つ
い
て
は
、

後
小
路
薫
氏
著
「
勧
化
本
写
本
に
み
え
る
省
文
」
(
『
文
義
論
叢
』
第
二
十
八
号
/
一
九
八
七
年
・
大
谷
大
学
文
事
学
会
)
に
詳
し
く
、
写
字
台
文
庫
本
の
翻
刻

に
際
し
て
も
参
考
に
し
た
。

上 ① そ5 4 巻
オ オ そも
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上
位
ウ

1
お
オ
一
『
太
子
博
首
書
』
一
聖
徳
太
子
臨
終
の
場
面
。
看
病
を
す
る
妻
が
水
を
差
し
出
す
が
、
要
婆
の
水
一
上
人
も
浄
土
へ
の
往
生
が
近
付
き
つ
つ
あ
っ

一

一

は

有

漏

不

浄

で

あ

る

か

ら

と

拒

ん

だ

。

一

た

が

、

や

は

り

婆

婆

の

花

鳥

風

月

に

は

少

一

一

一

し

も

心

を

寄

せ

な

か

っ

た

。

⑤
あ
は
れ
無
上
菩
提
の
た
め
に
は
信
心
決
定
の
行
者
も
繁
目
せ
し
め
、
念
仏
申
さ
ん
と
も
が
ら
も
出
来
せ
し
む
る
や
う
に
も
あ
れ
か
し
と
、
お
も
ふ
一
念
の
こ
こ

ろ
ざ
し
を
は
こ
ぷ
ば
か
り
な
り
。

中
5
ウ
1
6
オ
一
×
一
唐
・
後
漢
の
頃
、
友
人
同
士
の
徐
儒
子
と
郭
林
宗
。
郭
林
宗
の
母
の
忌
中
、
一
何
よ
り
も
志
が
大
切
で
あ
り
、
祖
師
聖
人

一
一
徐
儒
子
か
ら
「
生
萄
」
が
供
え
ら
れ
る
。
徐
儒
子
は
貧
乏
だ
が
、
友
情
に
厚
一
へ
の
感
謝
と
称
名
を
心
が
け
る
。

一
一
い
。
贈
り
物
は
粗
末
だ
が
、
高
価
な
物
よ
り
も
そ
の
友
の
志
に
郭
林
宗
は
大
一

一

一

変

感

動

し

た

。

一

⑥
ま
た
い
さ
さ
か
も
世
間
の
人
な
ん
ど
も
偏
執
の
ゃ
か
ら
も
あ
り
、
む
つ
か
し
き
題
目
な
ん
ど
も
出
来
あ
ら
ん
と
き
は
、
す
み
や
か
に
こ
の
在
所
に
お
い
て
執
心

の
こ
こ
ろ
を
や
め
て
、
退
出
す
べ
き
も
の
な
り
。

⑦
こ
れ
に
よ
り
て
、
い
よ
い
よ
貴
臆
道
俗
を
え
ら
ば
ず
、
金
剛
堅
固
の
信
心
を
決
定
せ
し
め
ん
こ
と
、
ま
こ
と
に
弥
陀
如
来
の
本
願
に
あ
ひ
か
な
ひ
、
別
し
て
は

聖
人
(
親
鴛
)
の
御
本
意
に
た
り
ぬ
べ
き
も
の
か
。

法
然
上
人
の
在
世
の
頃
、
月
輪
殿
の
御
殿
で
上
人
の
法
談
が
あ
っ
た
。
月
輪

殿
を
は
じ
め
堂
上
の
歴
々
は
、
上
人
の
側
近
く
で
聴
聞
で
き
た
が
、
熊
谷
直

実
(
蓮
性
)
を
は
じ
め
地
下
の
者
は
上
人
か
ら
遠
く
離
れ
た
座
で
聴
聞
す
る

こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
熊
谷
は
「
上
人
の
お
話
を
近
く
で

「
貴
賎
道
俗
を
選
ば
ず
」
の
意
味
す
る
と

'』ヲつ。

延
喜
帝
崩
御
の
頃
、
日
蔵
上
人
は
岩
屋
で
頓
死
し
た
が
、
胸
元
が
温
か
か
っ

た
た
め
葬
儀
を
見
合
わ
せ
て
い
た
。
待
つ
こ
と
十
三
日
目
に
蘇
生
し
、
冥
途

の
委
細
を
語
っ
た
。
日
蔵
上
人
の
語
る
こ
と
に
は
、
冥
途
で
は
延
喜
帝
の
姿

も
見
か
け
、
こ
こ
に
至
れ
ば
貴
賎
の
区
別
は
な
く
、
罪
の
な
い
者
こ
そ
が
貴

い
と
さ
れ
、
延
喜
帝
は
険
阻
な
鉄
の
山
々
に
の
み
込
ま
れ
た
。

中
幻
ウ

i
n
オ

『
本
朝
語
圏
』

中
お
ウ

i
M
ウ

× 

近
世
中
後
期
の
高
座
説
教
と
出
版
|
粟
津
義
圭
を
一
例
と
し
て
|
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園
文
撃
論
叢

中
却
オ

1
加
オ

中
初
ウ

1
m
ウ

中
旬
ウ

1
犯
ウ

中
部
オ

中
部
ウ

i
幻
ウ

× × × 『
徒
然
草
』

× 

第
五
十
六
輯

聞
く
こ
と
も
叶
わ
な
い
こ
と
の
無
念
さ
。
浄
土
へ
参
れ
ば
貴
践
の
分
か
ち
も

な
い
の
に
:
:
:
」
と
声
を
上
げ
る
と
、
月
輪
殿
は
「
そ
れ
は
も
っ
と
も
の
言

い
分
だ
」
と
熊
谷
に
近
く
で
聴
聞
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

孔
子
の
弟
子
「
曽
子
」
が
人
を
殺
し
た
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
が
、
曽
子
の
母

は
息
子
の
容
疑
を
一
向
に
信
じ
な
か
っ
た
。
(
結
果
は
同
姓
同
名
の
人
違
い

で
あ
っ
た
が
)
噂
が
三
度
目
に
し
て
、
よ
う
や
く
母
は
驚
き
動
揺
し
た
。

和
泉
式
部
は
「
貴
布
祢
明
神
」
に
願
い
を
し
た
際
、
祢
宜
に
「
願
い
を
叶
え

た
い
な
ら
ば
、
幣
を
持
っ
て
尻
を
ま
く
り
、
神
木
を
三
度
回
れ
」
と
言
わ
れ

る
が
、
「
千
早
振
神
ノ
ミ
ル
目
モ
ハ
ッ
カ
シ
ヤ
身
ヲ
思
フ
ト
テ
身
ヲ
ヤ
ス
ツ

ヘ
キ
」
と
い
う
歌
を
詠
み
、
尻
ま
く
り
は
し
な
か
っ
た
。
神
が
見
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
も
気
に
か
け
、
目
の
前
の
望
み
の
た
め
の
短
絡
的
な
行
動
は
と

ら
な
か
っ
た
。

一
休
和
尚
の
頃
、
蛾
川
新
右
衛
門
は
臨
終
の
際
に
、
二
十
五
菩
薩
の
来
迎
を

見
た
が
、
平
生
は
禅
に
心
を
か
け
て
い
る
た
め
、
こ
れ
は
自
分
の
願
い
で
は

な
い
と
来
迎
の
如
来
に
矢
を
向
け
る
。
こ
れ
は
天
魔
の
所
為
で
、
臨
終
の
間

際
に
新
右
衛
門
の
心
を
惑
わ
し
乱
す
も
の
で
あ
る
。

「
し
や
せ
ま
し
、
せ
ず
や
あ
ら
ま
し
と
思
ふ
こ
と
は
、
お
ほ
ゃ
う
せ
ぬ
は
よ

き
な
り
」
(
『
徒
然
草
』
第
九
十
八
段
)
。
思
案
す
る
こ
と
や
思
案
の
結
果
の

決
断
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

「
唐
宋
ノ
小
説
ニ
書
タ
」
も
の
に
よ
る
と
、
「
昔
シ
モ
ロ
コ
シ
洞
庭
湖
」
で
、

長
年
、
水
難
を
避
け
ら
れ
る
よ
う
祈
り
を
捧
げ
続
け
て
き
た
商
人
が
、
あ
る

時
大
嵐
で
あ
え
な
く
水
死
し
た
。
商
人
の
息
子
は
水
神
を
恨
み
、
社
に
火
を

二
四

金
剛
堅
固
の
信
心
に
つ
い
て
。
世
間
の
流

れ
に
つ
い
に
流
さ
れ
て
教
え
に
背
く
行
い

を
し
て
し
ま
う
こ
と
を
戒
め
る
。

後
生
を
思
う
こ
と
の
大
切
さ
。

金
剛
堅
固
の
信
心
は
、
悪
鬼
神
の
恐
れ
る

と
こ
ろ
で
、
信
心
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
寄

り
つ
か
な
い
。
金
剛
堅
固
の
信
心
の
大
切

キ
C

。
「
決
定
」
と
い
う
こ
と
の
重
さ
。

信
心
決
定
の
志
の
強
悶
さ
。
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夜の

れ 百姓ぞ のお むし

い出たし。 怒滋婦にし 捕待てたし

の父をも 子・
水神

弟子得をた 苦労し

ちう L 、

思条不議なるり。

のつ息子の

扉蓄すなる 齢高にを
か、て元曽 胸け

やむ みに 本て復

分が自 す時江 自= にま るこ 夢水神地にt 
、- なの てつ 酒宴 でと

た。 過去 て認曲ら
と みすが の代

たこ 思は
な

まし 席の ま蓄に
なに てか し

えた 止いま 現れ、

積重ねみに れた話。

ま つで にわTこ
つり 、ー た。 の

いつ逸有る

有た 始学望め
と

文 考
ゃい

震であ がる 父親

流法義当

って

た地道

由母は、 露堵父は白

て

る。 れ量こ五の事故心配を 父の 饗応
、
行がい 布教に とし ひに

大

ii あも
る望み席の

主遂をげ首限にら あ て 左門下れたま
なは も、 れど 報思講 うな修喜扇:p るの ひ こる

、.、， か ら肝，心 ほ と。こ 1:::

覚すをと(j宿善にと。か

ひに な

t。む信が由 陣の高 品鹿観聖は人
とて』

んは はか
..s~ 

，あ

るず カ= そ来如ひ
、Fー べな の が、のか砿

がと 心かを り。 ず往生ら
あ

る 事欠かは ら
ひ

顧本にかな 心行者のと う』lと宅u 
こ は だ 5れば荘号糟一白でき け と深

、

。宮
の
望本

なL、縁があ
懐本をと

、E器
の
足満に てつ いうと 心が量 雑行雑

身でつ
L、

ば Tこ

近
世
中
後
期
の
高
座
説
教
と
出
版

l

粟
津
義
圭
を
一
例
と
し
て
|

二
五
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ニムハ

⑪
ま
た
は
こ
の
在
所
に
三
年
の
居
住
を
ふ
る
そ
の
甲
斐
と
も
お
も
ふ
べ
し
。
あ
ひ
か
ま
へ
て
あ
ふ
か
ま
へ
て
、
こ
の
一
七
箇
日
報
恩
講
の
う
ち
に
お
い
て
、
信
心

決
定
あ
り
て
、
わ
れ
ひ
と
一
同
に
往
生
極
楽
の
本
意
を
と
げ
た
ま
ふ
べ
き
も
の
な
り
。

下
部
ウ

i
初
オ

『
源
平
盛
衰
記
』

文
覚
上
人
の
乗
っ
た
船
が
嵐
に
遭
っ
た
時
の
逸
話
。

き
り
と
心
に
納
得
さ
れ
る
終
末
を
迎
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

「
ち
ょ
う
ど
今
も
そ
の
知
く
:
:
:
」
は
、
そ
の
言
葉
を
言
え
ば
よ
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
声
色
・
口
調
や
間
合
い
の
取
り
方
な
ど
、

高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
書
物
と
な
っ
た
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
説
話
が
う
ま
く
機
能
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
説
話
は
、
読
者
を
本
筋

か
ら
離
れ
さ
せ
、
混
乱
さ
せ
る
可
能
性
さ
え
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
『
明
応
物
語
』
と
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
蓮
加
上
人
の
大
坂

御
堂
建
立
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
を
「
物
語
」
と
し
て
通
読
で
き
る

こ
と
の
方
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
混
乱
を
き
た
す
説
話
は

削
除
し
、
あ
く
ま
で
も
物
語
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
再
構

成
し
た
。
こ
れ
が
削
除
の
理
由
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
じ
題
材

で
あ
り
な
が
ら
、
高
座
に
お
け
る
説
教
と
書
籍
と
い
う
伝
え
方
、
伝

え
る
媒
体
の
違
い
が
、
こ
の
よ
う
な
相
違
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
単
純
に
説
話
を
増
幅
し
て
い
く
近
世
前
期
の
手
法
を

凌
駕
す
る
も
の
で
あ
り
、
近
世
中
期
に
至
っ
た
一
つ
の
達
成
点
と
し

て
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
『
明
応
物
語
』
そ
の
後
の
展
開

寛
政
五
年
に
菊
屋
喜
兵
衛
と
池
田
屋
七
兵
衛
の
相
版
で
刊
行
さ
れ

た
『
明
応
物
語
』
は
、
慶
応
二
年
に
東
本
願
寺
の
御
用
書
林
で
あ
る

丁
子
屋
西
村
九
郎
右
衛
門
か
ら
再
刊
さ
れ
た
。
版
木
は
寛
政
五
年
版

と
同
一
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
相
異
点
が
認
め
ら
れ
お
o

刊
記
の
改
変
や
巻
末
広
告
の
新
補
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

慶
応
二
年
版
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
挿
絵
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
挿
絵
は
、
『
明
応
物
語
』
の
た
め
に
新
彫
し
た

も
の
で
は
な
く
、
既
存
の
『
絵
本
古
今
桜
』
(
寛
政
七
年
刊
)
の
版

木
を
襲
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
絵
本
古
今
桜
』
は
、
わ
ず
か
十

四
丁
の
絵
本
で
、
寺
院
造
営
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

『
絵
本
古
今
桜
』
の
刊
記
に
は
、
須
原
屋
茂
兵
衛
(
江
戸
)
、
柏
原

屋
清
兵
衛
(
大
坂
)
、
菊
屋
喜
兵
衛
(
京
都
)
、
善
屋
勘
兵
衛
(
京
都
)
、



菊
屋
七
郎
兵
衛
(
京
都
)
の
三
都
五
書
障
が
名
を
列
ね
る
。
こ
の
内
、

菊
屋
喜
兵
衛
は
特
に
注
目
を
要
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

菊
屋
喜
兵
衛
は
寛
政
五
年
刊
『
明
応
物
語
』
の
主
版
元
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
な
お
か
っ
こ
の
『
絵
本
古
今
桜
』
の
刊
行
に
も
関
与
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
菊
屋
喜
兵
衛
が

所
有
し
た
『
明
応
物
語
』
と
『
絵
本
古
今
桜
』
の
版
権
が
、
双
方
と

も
丁
子
屋
西
村
九
郎
右
衛
門
に
移
り
、
そ
の
結
果
『
明
応
物
語
』
の

再
刊
に
際
し
て
両
者
を
合
体
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
『
明
応
物
語
』
の
二
度
の
出
版
時
期
、
す
な
わ
ち
寛
政

五
年
と
慶
応
二
年
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
寛
政
五
年
は
、
先
述

の
と
お
り
、
蓮
如
上
人
の
三
百
回
遠
忌
を
目
前
に
控
え
た
時
期
で
あ

り
、
そ
れ
に
当
て
込
ん
だ
刊
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
で

は
、
慶
応
二
年
は
ど
の
よ
う
な
年
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
周
知
の

通
り
、
東
本
願
寺
は
近
世
期
に
四
度
も
の
火
災
を
経
験
し
て
い
る
が
、

元
治
元
(
一
八
六
四
)
年
に
も
東
本
願
寺
の
御
堂
は
焼
失
の
憂
き
目

に
遭
遇
し
た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
『
明
応
物
語
』
の
有
す

る
「
御
堂
建
立
」
と
い
う
テ
l
マ
で
あ
る
。
御
堂
の
再
建
に
際
し
て
、

中
興
蓮
加
上
人
の
ご
苦
労
の
様
々
を
語
る
こ
と
は
、
極
め
て
必
然
性

の
高
い
事
柄
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
商
業
的
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
再

建
事
業
と
い
う
話
題
性
の
あ
る
出
来
事
に
乗
じ
た
出
版
で
あ
っ
た
と

近
世
中
後
期
の
高
座
説
教
と
出
版
|
粟
津
義
圭
を
一
例
と
し
て
|

も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
試
み
に
、
東
本
願
寺
再
建
の
歴
史
と
出

版
物
の
刊
行
と
を
重
ね
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

近
世
期
に
お
け
る
東
本
願
寺
再
建
と
出
版
物
と
の
関
係

天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
一
月
三
十
日
焼
失
①

寛
政
元
年
(
一
七
八
九
)
三
月
二
十
八
日
釘
始
(
御
影
堂
)

A
V
寛
政
五
年
(
一
七
九
三
)
『
明
応
物
語
』
(
菊
屋
喜
兵
衛
・
池
田
屋
七
兵

衛
)
刊
行

・
寛
政
七
年
ご
七
九
五
)
『
絵
本
古
今
桜
』
(
須
原
屋
茂
兵
衛
・
柏
原
屋

清
兵
衛
・
菊
毘
喜
兵
衛
・
蕃
屋
勘
兵
衛
・
菊
屋
七
郎
兵
衛
)
刊
行

寛
政
九
年
(
一
七
九
七
)
三
月
十
日
御
影
堂
落
成

寛
政
十
年
(
一
七
九
八
)
三
月
二
十
三
日
阿
弥
陀
堂
落
成

文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
十
一
月
十
五
日
焼
失
②

文
政
十
一
年
(
一
八
二
八
)
六
月
二
十
八
日
釘
始
(
御
影
堂
)

天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
コ
一
月
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
落
成

安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
六
月
四
日
焼
失
③

安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
十
月
十
一
日
釘
始
(
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
)

万
延
元
年
(
一
八
六

O
)
八
月
四
日
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
落
成

元
治
元
年
(
一
八
六
四
)
七
月
二
十
日
焼
失
④

-
慶
応
二
年
(
一
八
六
六
)
『
明
応
物
語
』
刊
行
(
丁
子
屋
西
村
九
郎
右

衛
門
)

慶

応

三

年

(

一

八

六

七

)

再

建

発

示

明
治
十
三
年
(
一
八
八

O
)
十

月

釘

始

(

御

彫

堂

・

阿

弥

陀

堂

)

明
治
二
十
八
年
(
一
八
九
五
)
四
月
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
落
成

『
真
宗
年
表
』
(
一
九
七
三
年
・
法
蔵
館
発
行
)
を
参
照
。

二
七
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一
度
目
の
焼
失
は
天
明
の
大
火
に
よ
る
も
の
で
、
東
本
願
寺
も
例

外
で
は
な
く
、
京
都
市
中
の
他
の
寺
院
と
同
様
に
被
害
が
及
ん
だ
。

翌
年
に
は
御
影
堂
の
釘
始
の
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
御

影
堂
が
完
成
す
る
ま
で
の
聞
に
『
明
応
物
語
』
と
『
絵
本
古
今
桜
』

が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。
二
度
目
・
三
度
目
の
焼
失
の
前
後
に
は
、

関
連
し
た
出
版
物
の
存
在
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
四
度
目
の
焼
失

時
は
、
そ
の
お
よ
そ
二
年
後
に
新
版
『
明
応
物
語
』
が
出
版
さ
れ
て

い
る
0

・
わ
ず
か
二
例
で
は
あ
る
が
、
『
明
応
物
語
』
の
刊
行
が
再
建

事
業
に
向
か
う
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
目
的
を
も
ち
、
な
お
か
つ
そ

れ
に
乗
じ
た
出
版
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
東
本
願
寺
の
再
建
事
業
は
、
一
部
幕
府
か
ら
の
用
材
提
供
が

あ
っ
た
も
の
の
、
費
用
や
資
材
の
調
達
、
夫
役
の
提
供
等
々
、
大
半

が
門
徒
の
懇
志
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
実
に
全
国
の
門

徒
に
よ
る
巨
大
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
を
考
え
る
と
、
『
明
応

物
語
』
の
よ
う
な
書
物
も
ま
た
、
門
徒
の
力
を
結
集
す
る
た
め
の
一

助
と
な
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
焼
失
と
い
う
困
難
か
ら
立
ち
上
が
り
、

御
堂
再
建
へ
遁
進
し
よ
う
す
る
そ
の
気
運
に
、
『
明
応
物
語
』
の
も

つ
テ
!
マ
は
好
都
合
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
書
躍
た
ち
は
時
機

を
と
ら
え
、
効
果
的
な
か
た
ち
で
出
版
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ニ
八

お
わ
り
に

以
上
、
写
本
『
大
坂
建
立
御
文
明
説
』
と
刊
本
『
明
応
物
語
』
の

比
較
に
よ
り
、
近
世
中
後
期
に
お
い
て
説
教
の
口
演
記
録
が
版
本
と

な
る
際
の
、
具
体
的
な
有
様
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
嘗
喰
・

因
縁
談
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
多
く
の
説
話
は
、
物
語
の
本
筋
を
見
失

わ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
削
除
し
、
説
教
の
場
で
多
用
さ
れ
た
諮
り

の
語
尾
「
ジ
ヤ
」
を
削
除
し
た
。
そ
れ
は
一
つ
の
物
語
・
読
み
物
と

し
て
再
構
成
す
る
と
い
う
作
業
で
あ
っ
た
。
読
み
物
と
し
て
の
結
構

を
整
え
る
た
め
に
は
、
近
世
前
期
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
単
純
な
増
補

で
は
な
く
、
む
し
ろ
削
除
す
る
こ
と
で
読
者
に
無
用
の
混
乱
を
与
え

な
い
よ
う
工
夫
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
版
本
と
な
っ
た
後
に
は
、
蓮
如
上
人
の
御
遠
忌
と
い
っ
た

宗
派
の
話
題
、
あ
る
い
は
御
堂
再
建
に
湛
進
す
る
僧
侶
や
門
徒
た
ち

の
需
要
を
見
据
え
て
刊
行
・
再
刊
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
高
座
説

教
か
ら
生
ま
れ
出
た
一
本
が
商
業
出
版
と
結
び
つ
き
、
新
た
な
媒
体

に
よ
っ
て
、
新
た
な
目
的
の
も
と
に
展
開
し
て
い
く
と
い
う
興
味
深

い
一
事
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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註
(
1
)

菅
原
智
洞
著
『
浄
土
勧
化
文
選
』
(
山
内
啓
介
氏
編
「
勉
誠
社
文

庫
」
九
十
九
・
一
九
八
一
年
よ
り
転
載
。
)

(
2
)

後
小
路
薫
氏
『
勧
化
本
の
研
究
』
(
和
泉
書
院
・
二

O
一
O
年
)

(
3
)

関
山
和
夫
氏
著
『
説
教
の
歴
史
的
研
究
』
(
法
蔵
館
・
一
九
七
三
一

年
)
、
同
『
庶
民
文
化
と
仏
教
』
(
大
蔵
出
版
・
一
九
八
八
年
)

(
4
)

沙
加
戸
弘
氏
著
「
粟
津
義
圭
著
作
目
録
稿
」
(
『
近
江
地
方
史
研
究
」

第
七
号
/
近
江
地
方
史
研
究
会
・
一
九
七
八
年
)
、
後
小
路
薫
氏
著

「
義
圭
著
述
略
考
」
(
『
文
事
論
叢
』
第
二
十
一
号
/
大
谷
大
学
文
書

学
会
・
一
九
八
三
年
)
。

(
5
)

前
掲

(
4
)
沙
加
戸
氏
論
文
に
よ
る
。
ま
た
、
図
録
『
近
江
の
真

宗
文
化
|
湖
南
・
湖
東
を
中
心
に
l
』
(
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
・

一
九
七
七
年
〉
一

O
六
頁
を
参
照
。

(
6
)

江
本
裕
氏
著
『
近
世
前
期
小
説
の
研
究
』
(
「
近
世
文
学
研
究
叢
書
」

十
二
/
若
草
書
房
・
二

O
O
O年
)

(
7
)

前
掲

(
4
)
後
小
路
薫
氏
論
文
。

(
8
)

和
田
恭
幸
氏
(
東
保
流
・
洗
聾
会
会
員
)
の
ご
教
示
に
よ
る
。

(
9
)

寛
政
五
年
版
と
の
相
違
点
は
、
上
巻
見
返
し
・
序
文
・
巻
末
広
告

の
新
補
、
刊
記
の
改
変
で
あ
る
。
慶
応
二
年
刊
『
明
応
物
語
』
は
、

近
世
中
後
期
の
高
座
説
教
と
出
版
|
粟
津
義
圭
を
一
例
と
し
て
|

金
沢
大
学
附
属
図
書
館
暁
鳥
文
庫
所
蔵
本
お
よ
び
関
西
大
学
総
合
図

書
館
所
蔵
本
を
参
照
し
た
。

(
凶
)
増
補
さ
れ
た
挿
絵
に
は
、
『
絵
本
古
今
桜
』
の
十
四
丁
全
て
を
襲

用
し
て
い
る
。
挿
絵
の
丁
の
柱
刻
に
は
、
「
古
今
さ
く
ら
(
丁
数
)
」

と
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

『
絵
本
古
今
桜
』
は
、
内
題
に
は
「
大
堂
造
営
」
と
あ
り
、
釘
始
・

地
築
に
は
じ
ま
っ
て
、
山
中
で
の
巨
木
伐
出
、
運
搬
、
木
場
の
様
子
、

柱
立
や
上
棟
式
等
が
描
か
れ
た
絵
本
で
あ
る
。
『
絵
本
古
今
桜
』
の

内
容
や
諸
本
間
の
相
違
等
々
は
、
青
木
馨
・
安
藤
弥
「
三
河
大
谷
派

記
録
l
近
世
・
近
代
東
本
願
寺
教
団
史
料
l
」
(
『
同
朋
大
学
悌
教
文

化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
六
号
/
同
朋
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
・
二

O
O七
年
)
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
る
。

(
日
〉
背
木
馨
・
安
藤
弥
「
三
河
大
谷
派
記
録
l
近
世
・
近
代
東
本
願
寺

教
団
史
料
l
」
(
『
同
朋
大
学
僻
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
六
号

/
同
朋
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
・
一
一

O
O七
年
)
、
青
木
馨
「
『
東
本

願
寺
寛
政
度
再
建
絵
伝
』
と
そ
の
背
景
」
(
『
同
朋
大
学
悌
教
文
化
研

究
所
紀
要
』
第
二
十
五
号
/
同
朋
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
・
二

O
O

七
年
)

(
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)
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